
 

 

平成27年度第３回京浜臨海部コンビナート高度化等検討会議 議事要旨 

 

日 時: 平成28年３月14日(月）14：00～17：30 

会 場: 川崎市産業振興会館 

 

主な議事内容 
 

１ 講演 ①「臨海部堤外地における防災のあり方に関する検討会について」 

②「コンビナート港湾等の強靭化の取組」 

  講師：針谷 雅幸氏(国土交通省港湾局海岸・防災課災害対策室) 

       ① 臨海部は物流機能・産業機能が高度に集中し、我が国の経済・産業や人々の生活

を支える重要な地域であるが、これら機能は堤外地に集中しているため、高潮等によ

る浸水被害を受けやすいといった背景から、有識者等により設置された、「臨海部堤

外地における防災のあり方に関する検討会」における議論等について説明。  

     ② 東日本大震災発災時の影響への対応や課題を踏まえ、コンビナート地域の企業の

施設（護岸、岸壁、桟橋等）の重要性を鑑み、耐震化改修の促進など、強靭化に向け

た国の取組み等について説明。 
 

 

２ 「京浜地区コンビナート活性化に向けたワーキンググループ」活動内容報告 

京浜地区の石油化学企業４社による、規制緩和に向けた要望内容について説明。 

要望の内、全国案件については、本検討会議として国に要望していくことになった。 
 

 

 ３  ワーキンググループからの報告  

 (1)  ユーティリティ共有化ワーキンググループの開催結果について（JFEスチール(株)）  

・ ２月に実施された視察の概要等について説明があった。  

(2)  LNG冷熱活用ワーキングループの開催について（東京ガス(株)）  

・ ３月に実施する視察について説明があり、メンバーに参加募集を行った。 
 

 

 ４ 各自治体等からの情報提供  

 (1)  川崎市  

・ 川崎国際環境技術展2016の結果について（経済労働局国際経済推進室）  

・ 組織体制の強化について（総合企画局臨海部国際戦略室） 

(2) 神奈川県 

・ 京浜臨海部ニュースについて 

(3) (一社)神奈川県経営者協会 

・ 第35回マネジメントセミナーについて 

 

以上 


